
皿　数育溝戴の概嚢
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午 前 午 後

8日 入学式（lO：oト】O：26） 新入生ガィダンス ／13：Oト ）C103
（金） 1．研究科長挨拶 03：CO一〕

2． 全体の概要と誌注意

3． カリキ］．ラム関係の概要説明（】3：30～）

4． 共遜科目の概要説明 （玉4：OO一）

5、 修士論文D刮t纈Bas。の説明 （］4：15一）

6． 環境科学実習の説明 川：25一）

7． 就職委員会の概要説明 （14：45～）

＜休憩10分〉

8． 教職輿の紹介（各自1分） （15：玉O一）

9． 新入生自己紹介1各自三分〕

9臼 2年生修士論文テーマ発表会 C103 2年生ガイダ’ンス＜2年生〉 C103 （玉4：30－5：OO）

（土） （9：00一王2：OO， ユ3：Oト14：30） 1．研究科長挨拶

発表時闘1一人3分（発表1分、 質閥2分） 2． カリキュラム・修論について

口頭により学籍番号順に発表する。 3．就職について

1｝日 分野別ガイダンス Cl03 分野別ガイダンス C103

（月） 自然環境｛9100一）〔河村，古藤臼］ 安仁騰、松本1栄）， 環境改善（13：OO一）〔1申村， 山口，山申， 国府蘭， ■大橋， 下條、

小林、蘭瀬， ／朴）〕 （島田）〕

生物環境11010ト）略城、 高野， 藤伊， 及川， 環境計剛14：（〕ト）〔梶， 池原，川手， 谷村， 土囲巴、

前田、 中村1徹）， ○櫻塚〕〕 天田、 糸賀、岩崎， 石見， 熊谷， 小泉，

生産環境～：OO一〕〔大羽， 池田， 多田， 酬寸， 佐藤（洋畑島， 日端、石田、 齊木， 1鎌蘭，渡辺）〕

手塚，森下，Eヨ琳，佐久間．関、久島，松本1宏〕、 環境政策（15：00一）〔河野， 申山，藤木， 鵜聖矛， 北畠、

（蘭村〕〕 佐藤1俊）、 安田， 阿部，告」Il， （松村）〕

＊新入生歓迎交歓会＊ 主催2年生
第’三学群食堂 （18130～21：00）

新入坐・2年生・教職翼参カ日
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ため，研究計画の登録が行われたものと認定した。

3曲環境科学　工里皿

　共通必修科目である，環境科学工，1は，本年度は岩城教授，川手教授をそれぞれ世話人として，

以下のような内容で実施した。

昭和63年度　環境科学I 昭和63年度　環境科学一

期　日 テ　ー マ 担当教官 期　日 ニ
ノ 一　　マ 担当教官

（ユ） 4月ユ8日 総論 岩城 英夫 （1） 4月15日 環境と人問活動 山中 啓

（2） 4月251ヨ 池水環境 古藤田一雄 （2） 4月22臼 生活の質 鵜野 公郎
（3） 5月2日 大気環境 河村 武 （3） 5月6日 白然環境保全 糸賀 黎

（4） 5月9日 海洋環境 高野 健三 （4） 5月13日 杜会資本形成 小泉 允錫

（5） 5月ヱ6日 化学物質と環境 手塚 敬裕 （5） 5月20日 環境デザイン 田島 学

石塚 自告造 16） 5月27日 都市の安全性 熊谷 良雄

（6）5月23日 土壌環境 大羽 裕 （7） 6月3日 土地利用と環境 日端 康雄

（7）5月30日 陸域生態系（植 及川 武久 （8） 6月10日 環境と経済 北畠 能房

物） （9〕 6月！7日 交通システム 石田 東生

（8）6月61ヨ 陸域生態系（動 藤井 宏一 （玉o 6月24日 環境と廃棄物 中村 以正

物）
（ユ1）

6月29日 ＜期末テスト＞

（9）6月13日 水域生態系 前田 修

α0　6月20日 環境と人間 山口 誠哉

（1ユ）6月27日 ＜期末テスト＞

4咀修士論文中聞発表

　本年度から，分野別の中間発表会をできるだけユO月中に行うことを申し合わせた。これに伴って

研究科全体の中問発表会を9月中旬に行うこととし，9月ユ6日の午後行った。2年生在籍者90名の

内，85名が要旨を提出し（2名未提出），（遠隔地での研究中，就職試験等による4名の欠席を除く）

83名が発表を行った。

5割環境科学特講

　環境科学の最新の諸問題をトピックスとして取り上げる環境科学特講は，本年度はW，V，Wを

開講した。特講Wは，研究科プロジェクトの実施チームの一つ（白神プロジェクト）が，Vは9月よ

り本研究科の外人教師として着任した権先生が，wは非常勤講師の山内先生がそれぞれ担当して，

以下のような内容で行った。



環境科学特講
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6咀修士論文発表会

　昨年度に引き続き，カリキュラム委員会が担当して，平成元年2月6，7日の2日間にわたって，

1人当たり17分（発表12分，質疑5分）の発表会を行った。在籍者90名の内，75名の発表があった（1

名は大学院入試のため欠席，1名は前年度発表済み）。これらの発表者及び発表会には出席しなかっ

た2名はその後の専門委員会，審査委員会等の審議を経て，全員合格と認定され，本年度は77名が

修了することとなった。

　未修了者13名の内訳は以下のとおりである。

休学中

修業年限不足

論文未提出

　計

9一


